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観察者を識別したオナガ

木内清’

鳥たちが，観察者を他の人間と識別し，特異な反応の仕方をしているのではないかと思わせるよう

な話をよく聞く．筆者は，オナガ（Cyα"opicacjα"α）が，日ごろ巣の観察をしていた者を他と識

別して威嚇するのを観察したので報告する．

1974年６月，長野県北佐久郡御代田町立小沼小学校の校内において，野鳥クラブのＫ君とＮ君は，

中庭の隅のイチイの木に営巣したオナガの巣を朝夕覗いて，繁殖の進行状況を調べていた．

その巣が育雛初期の時，１１時頃，２人を含めて10人ほどの児童が写生のために中庭に出ていた．そ

れぞれが写生の場所を捜して歩き回っている間，オナガは時々頭上を飛んで警戒していたが，Ｋ君と

Ｎ君の２人が巣から25ｍほど離れたヒノキの根本に座ったのをみつけると，そのヒノキの枝につがい

で止まってギャーギャーとモッビングを始めた．更に，２人の頭上をかすめるように威嚇のフライト

も行なった．

１５分ほどそんな行動を繰り返していたが，２人が動かないとみると，次に，ヒノキの枯枝を折り取っ

て木の下の２人めがけて落とした来た．その枝は，中間で二股に分かれた，長さ20ｃｍほどのものだっ

た．その時点で２人はたまらずその場を離れたので，オナガの威嚇は成功したわけである．

その間，中庭には２人以外にも何人かの児童が散開して座っており，２人よりも巣に近い所にいた

者もあったにもかかわらず，オナガは他の子に目もくれず，もっぱら２人を威嚇の目標にしていた．

年齢も服装も似通った何人かの中から，明らかに観察者を識別していたわけである．
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Azure-wingedMagpiesdistinguishintrudingobserversfromothers

ＫｉｙｏｓｈｉＫｉｕｃｈｉ

OnJunel974,IobservedapairofAzure-wingGdMagpies（Cya凡opzcacya凡α）attacking

twoboyswhosometimeslookedintothenest､Althoughthereweremanyboysinthegar-

den，thepairdistinguishedthosetwoboysfromothers，

Ｔｈｅｙｄｉｐｐｅｄｄｏｗｎｏｖｅｒｔｈｅｈｅａｄｓｏｆｔｈeselectedtwoboys，ａｎｄｔｈｒｅｗｔｗｉｎｇｓｄｏｗｎａｔ

ｔｈｅｍ、

１．ｌ７６９－ｌＴｏｍｏｎｏ，Saku-shi，Ｎａｇａｎｏ３８４－Ｏ２
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